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修士論文要旨
経路探索時の情報受容と誘導方法との相互関係についての研究
Interrelationshipbetweeninformationreceptionandinstructionmethodinthe
Way丘ndingprocess
斎藤
1．日的
本研究では、建築空間内での経路探索行動および情報取
得方法に着目し、情報端末を利用した誘導方法の違いが、
経路探索中の行動や、経路の記憶、認知地図の形成に与え
る影響から、建築空間内において情報端末を利用した経路
誘導を行う場合に、有効な提示方法・提示情報を明らかに
することである。
2．方法
本研究では、大学研究棟内部の建築空間内を対象として、
2つの実験を行っている。1つ目は、建築空間内において
PCによる情報提示画面を利用した経路誘導を行う際に、適
切な誘導方法を明らかにする経路誘導実験である。（以下実
験－1）2つ目は、実験－1で得られた知見から、情報提示画面
に方向指示に関する情報を付加する場合に有効な情報提示
方法を明らかにする経路誘導実験である。（以下実験－2）
実験－2は、事前に経路情報を学習し、誘導時にはPC画面
での情報提示を行わない場合（以下実験2－1）と、実験－1同
様PC画面での情報提示により誘導を行う場合（以下実験
2－2）において、それぞれ1つずつ、計2種類の誘導経路を
用いて情報提示方法の有効性について検証を行っている。
実験－1では「静止画」、「動画」、「Photowalker」により作
成した誘導情報をPC画面上に提示したものと、統制群とし
て実験者の発話による「音声案内」を用いた実験を行って
いる。実験一2では「静止画」をもとにして方向指示に関す
る情報を付加した「スライド」、「駒地図」、「矢印」、「白地
図」の＿4＿つの異なろ誘導方法を用いて実験を行っている。
「スライド」は、画面上に表示された経路画像が前進・右
折・左折の際にそれぞれ画面の下・右・左から次の経路画
像がスライドしてくることにより方向指示情報を与えてい
る。「駒地図」は、画像近辺の経路場面の平面図情報を画面
右上に表示することで方向指示情報を与えている。「矢印」
は、経路画像中に矢印を埋め込むことで方向指示に関する
情報を与えている。
「白地図」は経路の平面地図に誘導経路を赤線で示すこ
とにより方向指示情報を与えている。PCによる情報提示に
より誘導実験を行う実験－1、実験2－1においては複数の階
層移動を伴う経路を使用し、事前学習ありで誘導時にPC
による情報提示を行わない実験2－2においては階層の移動
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を伴わない経路を使用した。
実験後、以下の3つの調査を行った。
（1）経路の記憶を頼りに白地図を記入する作業
（2）誘導経路中の場面を撮影した写真画像と、誘導経路
以外の建築空間内を撮影した写真画像をそれぞれ
10枚計20枚用意し、誘導経路中における有無を判
別する写真判別作業。
（3）誘導作業中に気づいたことや、誘導作業後の調査中
に感じたことなどを自由に述べてもらう自由感想
作業。
3．結果
実験－1では「静止画」による誘導が経路を移動する誘導
時間、地図記入時間が短く、誘導時ミス、地図記入ミス、
写真判別誤答数も少ない傾向にあった。
誘導時間において「静止画」と「動画」、写真判別誤答数に
おいて「静止画」と「Photowalker」の間で有意差が認めら
れた（pく0。05）
実験－2では、事前学習あり、なしともに「矢印」による
誘導が誘導時間、地図記入時間が短い傾向にあった。
ただし、誘導時ミス、写真判別誤答数は「駒地図」による
誘導が少ない傾向にあった。
実験2－2における誘導時間、事前学習時間、地図記入時
間において「矢印」と「スライド」の間で有意差が認めら
れた。（pく0。05）
4．考察
建築空間内で情報端末を用いて誘導を行う場合、「静止
画」による誘導画面に「矢印」による方向指示に関する情
報提示を付加した誘導方法が有効な傾向があることが明ら
かになった。
また、実験一1の「静止画」による経路移動の誘導時間よ
り実験－2の全ての誘導方法の誘導時間が短くなっている
ことから、「静止画」による誘導画面に方向指示に関する情
報提示を付加することは有効であると言える。
但し、事前に経路に関する情報を学習して把撞するには、
経路場面の平面図情報を画面右上に表示することで方向指
示情報を与える「駒地図」による情報提示が有効であると
考えられる。
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